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～　編集部より　～

　本年7月28・29日に行われた第4回「原発と人権」全国研究・市民交流集会の当会
分科会「核兵器と原発」の特集をお届けします。分科会の内容を改めてふりかえって
みると、実はとてもシンプルなこと、私たちは平和のうちに生きる権利を実現しよう
としているだけなのだ、ということに気づかされます。
　今年1年、情勢は大きく変化しました。歴史的な南北・米朝首脳会談を経て、一触
即発の危機はひとまず遠のき、非核化への道筋がつけられようとする一方、韓国大法
院の「徴用工」判決、韓国政府による「和解・癒し財団」解散に対して日本政府は「あ
り得ない」などと発言。植民地支配に対する真摯な反省と謝罪を欠いたまま、国家主
権を認めぬ「上から目線」外交の矛盾が噴出しています。
　次号では2018年度総会の内容とともに、意見交換会「朝鮮半島の非核化のために」
の模様をご紹介します。私たちのとりくむべき課題について示唆に富むものとなるこ
と請け合いです。
　皆様にはどうぞ佳い年をお迎えください。　　　　　　　　　　　　　　　　（恭）
　
本誌に皆様のご意見・ご感想をお寄せください。また、投稿大歓迎です。投稿ご希望
の方は、日本反核法律家協会事務局までご連絡願います。

次号（第 98 号　2019 年春号）予告
特集　2018 総会・意見交換会「朝鮮半島の非核化のために」　外


